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能登半島の地震活動

• 2020年末ごろから能登半
島北東部で発生している
群発地震の震源分布を高
精度に決定し、それらの
地震が面構造を用いて深
部から浅部へ移動してい
たことを明らかにした。

• （2023年5月5日M6.5の地
震以降はさらに浅部に地
震活動が拡大。）
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海溝軸近傍のプレート境界固着状態の推定

• 海溝・トラフ近傍において新しい海底測地観測により比較的高い固着が推定された。
• 南海トラフ域のトラフ近傍の固着率は70%

地震現象解明
・長期予測

南海トラフ域の変形 千島弧の変形

PH-AMにほぼ一致

PH-AMの6割程度

固着あり 固着なし
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水蒸気噴火の準備過程を捉えるための火山熱水系構造モデル
火山

Obase et al. (Sci. Rep. 2022)
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深・浅部が対応しているように見える 

• これまで，マグマ起源の 
3He/Ar* の変動原因は，マ
グマ発泡と関係していること
が示されている。

• 3He/Ar*というこれまで使わ
れていなかった指標が火山
活動活発化と関係しているこ
とを示した。さらにマグマの
発泡で説明できることを示し
た。
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南海トラフにおける後発地震の発生確率評価
災害誘因・即時予測

• 100 年超にわたる世界の地震統計データ、および、過去の南海トラフ地震発生履歴を組み
合わせ、南海トラフ地震が連続発生する確率を、 先発地震からの経過時間ごとに算出。

• 例えば1週間以内に後発地震が発生する確率は、約2%〜77%（平時の約100〜3,600倍）とな
る。

Fukushima et al. Sci. Rep. (2022) 
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生活再建支援のための住家被害認定調査の効率化
防災リテラシー

• 2022年3月の福島県沖地震で、新地町で、研修を受講した共通理解の下で効率的な被害
認定調査が実施され、1年前の災害時の調査と比較して調査の開始も早く、日別調査件
数も多く、現場において効率的に調査ができたことが確認された。
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調査手法、調査ツールに関する知
識を深める講義型研修と、調査員
の目線をあわせる現場実地研修を
含めた効果的な研修を実施
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史料の整理による南海トラフ巨大歴史地震像の解明
史料・考古

• e-コミマップで宝永地震，安政東海地震の津波被害に関する史料を整理
• 安政東海では少なくとも紀北以南に近いところにあるアスペリティが滑ったが，宝永地

震では滑らなかった可能性がある．
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宝永地震

島勝：1時間ほど
尾鷲：1時間ほど 

贄浦：地震の後

国府：20分以上

九鬼：40分くらい

新鹿：大地震、続イテ

津波到来まで釜の飯を炊くほど
の時間があった。
      → 震源域やや遠い

新桑

勝浦：大地震町家を崩す，
人死有り，浦々津波入り
⇒間もなくという感じなし

アスペリティ

新桑

地震後
間もなく
津波来襲

安政東海地震

津波到来まで煙草4・5ふく位
の時間があった，
 → 震源域近い

勝浦

Yokota et al. (2016)のアスペリティ
分布（ピンクの塗り潰し）
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研究計画で観測や開発したソフトウエア等のメタ情報の公開
観測研究基盤

• 成果の取りまとめの際の収集
情報に、メタ情報を追加。

• 地図および表形式で毎年の
研究成果を公表開始

• 成果報告書にもリンク

5(3)エ
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http://evrrss.eri.u-
tokyo.ac.jp/database/index.html
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地震動と火災のマルチハザードリスク評価
拠点間連携

U∞=0.9m/s

3 hours after the earthquake

U∞=2.3m/s

9 hours after the earthquake
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出火確率と消防効果を含む
建物棟間火災延焼メカニズ
ムを考慮した物理に基づくモ
デルによる火災延焼シミュ
レーション結果

複数のシミュレーションから推定された建物損失額の
50年超過確率

• 地震動だけを考慮した従来のシングルハザードのリスク評
価では、損失の超過確率が過小評価され、特に、頻繁に
は起こらないものの地震後の火災が地域に壊滅的なイン
パクトを及ぼし得る点が見落とされることになる。この結果
は、マルチハザードリスク評価の重要性を強調している。

3(1)ウ
CTOC32

8



1662年日向灘地震の規模推定
南海G

• 宮崎県沿岸部における津波堆積物の調
査結果と断層モデルを用いた津波による
浸水シミュレーションにより、1662年日向
灘の地震がM8級巨大地震であった可能
性を示した。

• 日向灘の地震活動の長期評価に反映さ
れている
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